
 

 

 

 

 東京でも桜開花が発表された平成２９年
３月２５日(土)午後１時より午後５時半ま
で、東京・調布にある電気通信大学で日本
品質管理学会主催の《第６回科学技術教育
フォーラム》～社会との共創による新教育
課程の実現～をテーマに開催されました。 

 統計数理研究所、日本統計学会、応用統
計学会、日本信頼性学会が共催、日本科学
技術連盟、日本規格協会、統計関連学会連
合、横断型基幹科学技術研究団体連合が協
賛、文部科学省、総務省後援を頂きました。 

次期学習指導要領の重要な改訂点と実践
への示唆、日英の問題解決学習の目的の違
いと教材開発の特徴、高等学校の教育現場
での企業とのコラボレーション実例、デー
タビジュアライゼーションの紹介、並びに
パネルディスカッションが行われました。 

今回の基調講演は文部科学省視学官の長
尾篤志先生「社会に開かれた教育課程の実
現」、続く第１部は日本品質管理学会ＴＱＥ
特別委員会の西村圭一委員（東京学芸大学
教授）による「海外での数理科学的問題解
決教育の現状」、第２部は「社会との共創に
よる新教育課程の実現」をテーマに山梨県
立富士北稜高等学校教諭の森嶋真一先生が
「地元企業とのコラボレーションによる主
体的・協働的な問題解決教育の実践事例」、
Ｅ２Ｄ３代表の五十嵐康伸氏による「統計
データを楽しむ新しい“アクティブ･ラーニ
ング”教材の提案」、第３部パネルディスカ
ッションの三部構成で行われました。 
産業界からの参加が多かったこれまでと

は異なり、今回は７割近くが小中高等学校
や大学等教育関係者が占め、実践的な内容
に白熱の４時間半となりました。
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 開会挨拶に立った椿学
会長、６回目となる今回の
フォーラムでは「社会との
共創による新教育課程の
実現」をテーマに高等学校
での実践事例や統計デー
タを楽しもうという新し
い取組みも紹介されるの
で楽しみにしてほしいと
開会挨拶を行いました。 

 続いて「社会に開かれた
教育課程の実現」をテーマ
に文部科学省初等中等教
育局視学官の長尾先生が
基調講演を行いました。 

これからの教育課程の
理念では《社会に開かれた
教育課程》を実現するため、
地域の人的・物的資源を活
用する、学校内に閉じずに
社会との連携により実現
したいと話しました。 

主体的・対話的で深い学
びを実現するため、学習を
振り返って現状を把握し、
学習の意味を明確化する
ことでより積極的な学習
に結びつけることが大切
であることを強調されま
した。 
様々な事象を知的好奇

心を持って観察し、他者と
の対話や質疑応答を通じ
て多面的なモノの見方を
身に付け、さらには学習意
欲を高め、学習する態度を
育成する深い学びに結び
つけたいと紹介しました。 

  午後１時ちょうど、第６回《科学技術教育フォーラム》は

東京学芸大学教授の西村圭一先生の司会で始まりました。 

 最初に主催者を代表して日本品質管理学会ＴＱＥ特別委員

会委員で、現在日本品質管理学会の会長を務める椿広計先生

が開会挨拶を行い、第６回フォーラムがスタートしました。  司会・東京学芸大学 
教授 西村先生 

 日本品質管理学会 
会長 椿広計先生 

 学びに向かう力、知識・技能、思考力・判断力・表現力 
と、育成すべき資質・能力の三つの柱を解説しました 

 

 理数探究の学習過程(探究の過程) 
のイメージを説明する長尾先生 
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フォーラムの実行委員
の一人、東京学芸大学教授
の西村先生が「海外での数
理科学的問題解決教育の
現状」と題し、昨年半年間
英国を調査・研究された報
告等を紹介頂きました。 

日本と英国との「問題解
決」へのアプローチの違い
を紹介、どんな時に何をど
のように展開し、問題を解
決するか、算数や数学の問
題発見・解決の学習過程の
違い等が解説されました。 
西村先生が日本に紹介

された Bowland Math 等
は日本とは比較にならな
い膨大な予算で開発され
ているそうですが、狙いは
生徒が新聞などを読み、自
分で世の中の問題、例えば
交通事故、環境問題あるい
は商売上の問題点等を探
り、解決法を立案する実践
的な内容と紹介しました。 

 

 

次いで、山梨県立富士北
稜高等学校の森嶋先生か
ら地元企業とのコラボレ
ーションによる問題解決
教育の実践事例をご講演
頂きました。 
森嶋先生が指導する“機

械テクノロジー系列”では
生徒さんが卒業後に地元
企業へ就職したいと目標
を立て、目標に向けて自ら
が履修計画を立てる等、主
体的な学びへの態度が育
成されています。企業との
コラボレーションにより、
教科書による画一的な教
育ではなく、地元企業の現
役技術者を授業に招いて
授業・実習を実施、モノを
加工し、測定してデータを
収集するなど実務に直結
した授業事例でした。 
現役技術者の熱心な指

導に受講する生徒も明確
な目標をもっているため、
作業実習は真剣そのもの、
素晴らしい授業でした。 

 問題解決教育に取組む際の日英の違いを説明する西村先生 
 

 高校での実践的技術力向上の授業について説明する森嶋先生 
 

 生産現場で経験を積んだ現役技術者を 
招いて実践的な授業を展開しました 

 

 Bowland Math の実践的な対応 
について説明する西村先生 
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続いて登壇したのはエ
クセルを活用した「統計デ
ータを楽しむ新しいアク
ティブ・ラーニング教材
“Ｅ２Ｄ３”」の提案で、
株式会社インテリジェン
スの五十嵐氏でした。 

紹介されたＥ２Ｄ３は
国の経済・企業の経営が正
しい方向に動いているか、
データに基づいて人を動
かすにはソフトウエアを
活用し、統計データを楽し
く“見える化”させ、授業
に活用する取組みです。 
 この方法により馴染み
のものを見る、時間と共に
変化することを示す、値の
比較、繋がりと流れを見せ
るなど、活きたデータをＥ
２Ｄ３を活用することで
ビジュアル化して楽しく
学ぶことができるため、授
業における活用を図りた
いと呼びかけました。 

 

 

ＴＱＥ特別委員会委員

で電気通信大学大学院の
山下氏が「“社会との協創

による新教育課程の実現”
をテーマとしたパネルデ

ィスカッションの進め方」
の説明を行いました。 

ここでの目的は、子供た
ちが豊かな人生を切り拓

くための問題解決力育成
であることが示され、その

ための学びの姿として、主
体的・対話的、統計の活用

等々が次期学習指導要領
では目指していることが

紹介されました。 

このあるべき学びの姿

の実現に向け、現状とのギ
ャップ分析により“問題”

を見出し、原因を特定し、
有用な対策立案へのディ

スカッション行うとの案
内がありました。

 現在９３個のグラフを Twitter や Facebook などで公開中 
今後も学校の先生方との連携して増やしたいと五十嵐氏 

 

 

 ＴＱＥ特別委員会でたびたび議論してきた学習指導要領 
に記載の数学的見方・考え方について説明する山下委員 

 

 

古代、中世、現代へ進化、現代は 
Ｅ２Ｄ３の活用を呼びかける五十嵐氏 

 

日常の事象や社会における事象の 
問題解決の取組みについて説明 
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 ２１世紀の科学技術立国を担う将来の理

数系人材育成は産官学連携して取り組むべ
き喫緊の課題と言われ、日本品質管理学会

ＴＱＥ特別委員会では発足以来６年間にわ
たりそうした取組みを支援するため、教材

の制作・提供などの活動を行ってきました。 
 第６回科学技術教育フォーラムでは「社

会との共創による新教育課程の実現」をテ
ーマに、文部科学省から長尾先生、東京学

芸大学から西村先生、山梨県立富士北稜高
等学校から森嶋先生、さらにはＥ２Ｄ３か

ら五十嵐先生による講演を頂き、パネルデ
ィスカッションに入りました。 

 講演後の休憩時間中には多くの質問票が
集まり、椿会長の司会で早速、指名された

講演者からのご講演時に説明しきれなかっ
た内容について補足された他、質問への具

体的な回答が行われました。 

 質問に応えて長尾先生から生徒の主体性、

協働的な学びの重要性が強調されました。 

 また半年間、英国で調査研究をされた西

村先生からは英国での体験談、日本と欧州
の理数系教育の違いなどを具体的にお話し

頂き、改めて日本の教育の長所・短所など
を確認する機会となりました。 

 毎回ご参加頂いてい
る早稲田大学名誉教授
の池澤先生から、半世
紀の長きにわたり企業
内で問題解決に取組ん
できたＱＣサークル活
動と連携し、学校教育
の中の問題解決の授業
に活用して欲しいとの
ご意見を頂きました。 

 またＴＱＥ特別委員会委
員長(元日本品質管理学会
会長)の鈴木先生から、20

余りの学協会の賛同の下、
2012 年に教員養成コア・カ
リキュラムへの教科横断的
問題解決教育の提言を行い、
この中で産業界の専門家人
材活用への提言を行ったと
の紹介がありました。 

 最後にＴＱＥ特別
委員会委員・実践女子
大学の竹内先生が参
加への謝意と閉会の
挨拶を述べ、午後１時
に始まったフォーラ
ムは終了しました。 
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